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１．歴史資料および観測に基づく日本海溝・千島海溝周辺の主な地震 

（１）日本海溝・千島海溝沿いの領域区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-1 地震調査委員会（2017、2019）による⽇本海溝・千島海溝の領域区分 
・太平洋プレートの形状は本検討会において新たに作成（横⽥ほか,2017)。 
・領域区分は地震調査委員会（2017、2019）による。 
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表 1-2 (1) ⽇本海溝付近の主な地震の表 
地震調査委員会（2019）の⻑期評価の対象地震を基本とし、 

そのほかの M≧7 地震を追加した。 
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宮
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沖
の
陸
寄
り

(

宮
城
県
沖
地
震
）

宮
城
県
沖

岩
手
県
沖
南
部

青
森
県
東
方
沖
及
び

岩
手
県
沖
北
部

房
総
沖

青
森
県
東
方
沖
及
び

岩
手
県
沖
北
部
～

茨
城
県
沖

2016/11/22 7.4 6.9 6.9 37.35 141.60 ○
2013/10/26 7.1 7.1 7.1 7.1 37.20 144.57 （プレート内） ○
2012/12/7 7.3 7.3 7.2 7.2 7.3 7.2 38.02 143.87 （プレート内） ○
2011/7/10 7.3 7.0 7.0 7.0 38.03 143.51 （プレート内） ○
2011/4/7 7.2 7.1 7.1 7.1 7.1 7.1 38.20 141.92 （プレート内） ○

2011/3/11 15:15 7.6 7.7 7.9 7.7 36.12 141.25 ○

2011/3/11 15:07 7.4 7.4 7.4 36.30 142.23 　 ○

2011/3/11 14:46 9.0 9.0 9.0 9.0 9.1 9.1 38.10 142.86 東北地方太平洋沖地震 ○

2011/3/9 7.3 7.3 7.3 7.3 38.33 143.28 ○

2008/5/8 7.0 6.9 6.9 6.8 36.23 141.61 ○

2005/8/16 7.2 7.2 7.2 7.1 7.2 38.15 142.28 ○ ○

2003/5/26 7.1 7.0 7.0 7.0 7.0 7.0 38.82 141.65 （プレート内） ○

1995/1/7 7.2 7.0 7.0 40.22 142.31 ○

1994/12/28 7.6 7.8 7.7 7.8 7.7 7.8 40.43 143.75 三陸はるか沖地震 ○

1989/11/2 7.1 7.4 7.4 7.4 39.86 143.05 ○

1982/7/23 7.0 7.0 7.0 36.18 141.95 ○

1981/1/19 7.0 7.0 7.0 38.60 142.97 ○

1978/6/12 7.4 7.6 7.6 7.6 7.6 38.17 142.17 宮城県沖地震 ○ ○

1971/8/2 7.0 7.1 7.1 41.23 143.70 ○

1968/6/12 7.2 7.0 7.0 39.40 143.07 ○

1968/5/16 19:39 7.5 7.9 7.9 41.50 142.63 ○

1968/5/16 09:48 7.9 8.2 8.2 8.2 40.70 143.60 十勝沖 ○

1960/3/21 7.2 8.0 8.0 39.01 143.00 ○

1953/11/26 7.4 7.9 7.9 34.00 141.00 房総沖 ○

1945/2/10 7.1 7.2 7.2 40.95 142.38 ○

1943/6/13 7.1 7.3 7.3 41.01 142.83 ○

1938/11/6 17:53 7.4 7.7 7.7 7.6 37.37 141.89 福島県東方沖地震 ○

1938/11/5 19:50 7.3 7.7 7.7 7.7 37.43 141.47 福島県東方沖地震 ○

1938/11/5 17:43 7.5 7.8 7.8 7.8 36.93 141.92 福島県東方沖地震 ○

1938/5/23 7.0 7.7 7.7 7.7 36.57 141.32 （プレート内） ○

1937/7/27 7.1 6.6 6.6 38.12 142.00 ▽ ▽ ▽

1936/11/3 7.4 7.3 7.3 38.26 142.06 宮城県沖地震 ○ ○

1935/10/18 7.1 7.2 7.2 40.32 144.37 ○

1933/6/19 7.1 7.2 7.2 38.11 142.32 ○ ○

1933/3/3 8.1 8.5 8.5 8.4 39.13 145.12 昭和三陸地震(プレート内) ○

1931/3/9 7.2 8.0 8.0 40.16 143.33 ○

1928/5/27 7.0 7.4 7.4 39.95 143.25 ○

1924/8/15 7.2 7.1 7.1 36.41 141.40 ○

1923/6/2 7.1 35.93 141.48 ○

1915/11/1 7.5 38.30 142.90 ○

1909/3/13 7.5 7.1 7.1 34.50 141.50 ○

1905/7/7 7.1 37.40 141.80 ○

1901/8/10 7.4 7.5 7.5 40.60 142.30 ○

1901/8/9 7.2 40.50 142.50 ○

1901/6/15 7.0 39.00 143.00 ○

1898/4/23 7.2 38.60 142.00 ○

1897/8/5 7.7 38.30 143.30 ○

1897/2/20 7.4 38.10 141.90 宮城県沖地震 ○ ○

1896/6/15 8.2
8.6～
9.0

8.6～
9.0

8.0 39.50 144.00 明治三陸地震 ○

1896/1/9 7.3 36.50 141.00 ○

1856/8/23 7.5 41.00 142.30 安政八戸沖地震 ○

1793/2/17 7.9 38.00 144.00 ○

1763/1/29 7.4 41.00 142.00 宝暦八戸沖地震 ○

1677/11/4 8.0
8.3～
8.6

8.3～
8.6

35.00 142.00 延宝房総沖地震 ○

1677/4/13 7.9 40.00 143.00 延宝三陸沖地震 ○

1611/12/2 8.1
8.4～
8.7

8.4～
8.7

39.00 144.00 慶長三陸沖地震 ○ ○

1454/12/13 － ≧8.4 - - 享徳地震 ○
869/7/13 8.3 8.6～ 8.6～ 8.4 38.00 144.00 貞観三陸沖地震 ○
4-5世紀 － - - ○
BC3-4世紀 － - - ○

▽：震源域の可能性

年月日(時分）

マグニ
チュード

Ｍｗの評価 震央

備考
（地震名等）

Mj Mw

地
震
本
部

(

2
0
1
9

)

気
象
庁
（

Ｃ
Ｍ
Ｔ
）

理
科
年
表

宇
津 緯度 経度

超
巨
大
地
震

（

東
北
地
方
太
平
洋
沖
型
）

プレート間
巨大地震

ひとまわり小さい
プレート間地震

沈み込んだ
プレート内
の地震

地震の規模と発生領域
（地震調査委員会、2019）
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の
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（
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等
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軸
外
側
の
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表 1-2 (2) 千島海溝付近の主な地震の表 
※地震調査委員会（2017）の⻑期評価の対象地震を基本とした。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

十
勝
沖

根
室
沖

色
丹
島
沖

択
捉
島
沖

十
勝
沖

根
室
沖

色
丹
島
沖

択
捉
島
沖

2008/9/11 7.1 6.8 6.8 6.7 41.78 144.15 ○ ○

2004/11/29 7.1 7.0 7.0 7.0 42.95 145.28 ○ ○

2003/9/26 06:08 7.1 7.4 7.4 41.71 143.69 ○ ○

2003/9/26 04:50 8.0 8.3 8.3 8.0 8.3 41.78 144.08 十勝沖 ○

1995/12/4 7.3 7.9 7.9 7.4 7.9 44.56 150.13 ○ ○

1994/10/4 8.2 8.3 8.3 8.3 8.3 43.38 147.67 北海道東方沖(プレート内) ○

1993/1/15 7.5 7.6 7.6 7.6 7.6 42.92 144.35 釧路沖(プレート内) ○

1991/12/22 6.8 7.6 7.6 45.76 152.39 ○ ○

1978/12/6 7.2 7.8 7.8 7.8 44.73 146.97 （プレート内） ○

1978/3/25 7.3 7.5 7.5 7.5 44.33 149.82 ○ ○

1978/3/23 7.0 7.6 7.6 7.6 44.80 149.42 ○ ○

1975/6/10 7.0 7.5 7.5 42.91 147.96 ○

1973/6/17 7.4 7.8 7.8 7.8 43.06 145.97 根室半島沖 ○

1969/8/12 7.8 8.2 8.2 43.37 147.90 〇 〇

1963/10/20 6.7 7.8 7.8 44.00 150.00 ○

1963/10/13 8.1 8.5 8.5 8.5 44.00 149.08 ○

1961/8/12 7.2 7.0 7.0 42.09 145.06 ○ ○

1958/11/7 8.1 8.4 8.4 8.3 43.01 148.00 （プレート内） ○

1952/3/4 8.2 8.1 8.1 8.1 41.01 144.00 十勝沖 ○

1924/7/1 7.5 45.00 147.50 （プレート内） ○

1918/9/8 8.0 8.1 8.1 45.50 152.00 ○

1915/3/18 7.0 42.10 143.60 ○ ○

1894/3/22 7.9 8.3 8.3 42.50 146.00 ○

1893/6/4 7.7 43.50 148.00 ○

1843/4/25 8.0 42.00 146.00 ○ ○

1780/5/31 7.0 45.30 151.20 ◇

17世紀 － 8.8 8.8 - - 17世紀 ○ ○ ○

◇：ウルップ島沖

年月日(時分）

マグニ
チュード

Ｍｗの評価

宇
津

Mj Mw

地
震
本
部

(

2
0
1
7

)

気
象
庁
（

Ｃ
Ｍ
Ｔ
）

理
科
年
表

震央

備考
（地震名等）

プレート間巨大地震

緯度 経度

ひとまわり小さい
プレート間地震プ

レ
ー

ト
間
超
巨
大
地
震

十
勝
沖
か
ら
択
捉
島
沖
の

 
海
溝
寄
り
プ
レ
ー

ト
間
地
震

沈
み
込
ん
だ
プ
レ
ー

ト
内
地
震

震源域
（地震調査委員会、2017）
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図 1-2 既往地震の波源域分布 
・波源域の位置・範囲は⽻⿃(2012)等による  

出典
主に羽鳥による
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図 1-3 既往地震のアスペリティ分布 
  

地震 出典
1938年福島県沖地震（３地震） 室谷ほか（2004）
1990年以降の地震 EIC地震学ノート／YCU地震学レポート
上記以外 YAMANAKA AND KIKUCHI（2004）
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図 1-4 アスペリティ分布とプレート間カップリング 
プレート間カップリングは Loveless and Meade (2011)による 1996〜2000 年の GEONET デ

ータに基づく解析結果（海溝軸付近の歪み蓄積を許した場合）である。 

地震 出典
1938年福島県沖地震（３地震） 室谷ほか（2004）
1990年以降の地震 EIC地震学ノート／YCU地震学レポート
上記以外 YAMANAKA AND KIKUCHI（2004）
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図 1-5 ⽇本海溝・千島海溝沿いのすべり⽋損分布（国⼟地理院, 2011） 
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図 1-6 ⽇本付近で発⽣する地震のタイプ 
（気象庁 HP の図を改変） 
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本検討会における太平洋プレート形状の検討範囲は、海溝軸位置で北緯 22〜55°の範囲
とする。 

 （１）千島海溝：    南東端：⽇本海溝との接合点 

             北東端：アリューシャン海溝との接合点付近（北緯 55°付近） 

 （２）⽇本海溝：    全域 

 （３）伊⾖−⼩笠原海溝：北端：⽇本海溝との接合点（相模トラフとの三重会合点） 

             南端：北緯 22°付近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-7 太平洋プレートの検討範囲 
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図 1-8 太平洋プレートの深部形状（等深線図） 
150km 以深は 50km 間隔。150km 以浅は 10km 等深線 
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図 1-9 断⾯位置における海溝の⽔深（0.5km 単位） 
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図 1-10 JAMSTEC による地殻構造探査測線図 
  

MCS
航海名 測線名

KR99-04 FK101

KR99-08 MY101,MY103,MY104

KR00-04 HK101,HK103,HK203

KR00-02 AM102

KR11-E03 D02,D05,D06,D09,D11,D13,D15,D17

KR11-E05 D03,D08,D16,D19

KR11-05Leg2 TH03,TH04

KR01-10 BS101,BS102,BS103,BS201,BW202

KR10-09 A5

KR09-07 Line4

OBS
航海名 測線名

KY00-05 HK101-P

KY00-02 AM101

KR97-07 SR101

KR98-04 FK102

KR99-05 MY102
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測線上の緑点は、構造探査からプレート上⾯深度を読み取った位置 

 
図 1-11 JAMSTEC による測線と本検討におけるプレート等深線と断⾯位置 

 
  

JAMSTEC構造探査側線（MCS)

JAMSTEC構造探査側線（OBS)

火山フロント

海溝軸
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図 1-12 千島海溝・⽇本海溝・伊⾖-⼩笠原海溝における震源分布および断⾯図位置 
震源データ：ISC 地震カタログ（1997 年〜2014 年：M≧1） 
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図 1-13 (1) プレート形状の断⾯図 
（断⾯位置は図 1-12 参照） 
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図 1-13 (2) プレート形状の断⾯図 
（断⾯位置は図 1-12 参照） 
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図 1-14 ⽕⼭フロント位置におけるプレート上⾯深度  
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海溝の⽔深が同じで⽕⼭フロントから海溝軸の距離が異なる場合 

 

 
⽕⼭フロントから海溝軸の距離が同じで海溝の⽔深が異なる場合 

 
図 1-15 ⽕⼭フロントを基準としたプレート形状の検討  

深度 50km 以深は一定の形状 

火山フロント位置のプ

レート深度を110kmに設定 

海溝の水深

が異なる 

火山フロント-海溝軸の

距離は同じ 

深海底の地形から滑

らかに接続するように

浅部形状を変更。 

深度 50km 以深は一定の形状 

火山フロント位置のプレ

ート深度を 110km に設定 

火山フロント-海溝軸の

距離が異なる 

海溝の水深

はほぼ同じ 

深海底の地形から滑

らかに接続するように

浅部形状を変更。 

地形 No.20 

地形 No.14 

地形 No.10 
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・150km 以深は 50km 間隔。150km 以浅は 10km 等深線 

 
図 1-16 太平洋プレートの深部形状（等深線図） 

  

本検討案

海溝軸
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図 2-1 津波の⾼さ、痕跡⾼、浸⽔深の説明 
（気象庁 HP より引⽤） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-2 海⽔準変動（遠藤（2015）） 
⻘は世界的な海⽔準変動、⾚は⽇本近海 
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表 2-1 出典別津波堆積物データ 

 

  

出典
地
点
数

デ
ー

タ
個
数

位
置
情
報
あ
り

柱
状
図
あ
り

標
高
あ
り

標
高
情
報
が
無
い
た

め
D
E
M
標
高
使
用

年
代
測
定
数

津
波
堆
積
物
無

し
地
点
数

群
列
ボ
ー

リ
ン
グ
に

よ
る
測
線
数

調
査
範
囲

報
告
書
ほ
か

産
総
研

津
波
堆
積
物
D
B

東
北
大
津
波
痕
跡
高

D
B
津
波
堆
積
物

中
央
防
災
会
議

（
2
0
0
6

）

Iliev et al.（2005） 8 29 29 28 0 29 20 1
北海道

（国後・色丹）

西村・中村（2009） 3 15 15 15 0 15 0 0 1
北海道・
国後色丹

西村・中村（2010）（H21根室沖等） 4 22 22 22 0 22 0 1 2 北海道・色丹 報告書
西村・中村（2011）（H22根室沖等） 1 14 14 14 14 0 0 0 1 報告書
西村・中村（2012）（H23根室沖等） 3 28 28 28 25 3 0 2 3 報告書
谷岡ほか（2013）（H24東北地震津波） 1 25 25 25 0 25 0 3 3 報告書
谷岡ほか（2014）（H25東北地震津波） 3 26 26 26 21 5 0 14 3 報告書
北海道（2012） 15 17 17 0 17 0 0 データ提供

Sawai et al.（2009） 3 3 3 3 0 3 68 0 1 ○
Nanayama et al.（2007） 4 25 25 25 25 0 14 0 2 ○
Ioki and Tanioka（2016） 2 2 2 0 2 0 0 0

Satake et al.（2008）
（佐竹ほか（2003））

14 106 106 0 11 95 0 15 7 ○

七山ほか（2001a） 8 25 25 25 2 23 0 0 5 ○ （一部）

七山ほか（2001b） 2 4 4 4 4 0 16 0 1
七山ほか（2002） 8 109 109 12 5 104 0 22 4 ○ （一部）

七山ほか（2003） 9 184 184 22 8 176 0 62 6 ○ （一部）

七山ほか（2004） 1 40 40 6 6 34 0 7 1 ○
仁科ほか（2011） 12 15 15 0 15 0 0 0 2011 ○
添田ほか（2003） 3 5 5 5 1 4 0 0 1 ○
平川ほか（2000a） 2 2 2 2 2 0 0 0 ○
平川ほか（2000b） 3 11 11 11 11 0 0 0 3 ○
平川ほか（2005） 13 22 22 9 16 6 24 0 1 ○ ○
高清水ほか（2013） 14 103 103 41 40 63 0 33 2 ○
西村・宮地（1998） 1 1 1 0 1 0 0
北海道立総合研究機構（2017） 31 83 83 82 83 0 0 63 データ提供

平川（2019） 2 2 2 2 2 0 3 0 データ提供

平川（2019） 18 25 25 25 25 0 103 0
宮城県・岩手県・
青森県・北海道

データ提供

リサイクル燃料貯蔵(株)（2018） 1 11 11 11 11 0 24 0 1 公表資料
東北電力（2019） 13 99 99 75 75 24 137 49 8 公表資料
Minoura et al.（1994） 1 1 1 1 1 0 10 0 ○
Minoura et al.（2013） 1 1 1 1 1 0 3 0
Tanigawa et al.（2014） 1 5 5 5 4 1 22 0 1 ○
谷川（2017） 2 82 82 82 0 82 5 59 9
谷川ほか（2014） 1 29 29 29 0 29 0 3 1 ○
Nakamura et al.（2012）
（谷岡ほか（2013））

7 146 146 2 0 146 0 7 13 2011

高田ほか（2016） 10 45 45 45 45 0 149 0 9
岩手県（2015） 9 34 34 31 31 3 55 1 1 データ提供

仁科ほか（2013） 15 27 27 0 26 1 0 0 2011
Goto et al.（2015） 1 15 15 15 15 0 19 0 1
Ishimura and Miyauchi（2015） 1 3 3 3 3 0 22 0 1
Inoue et al.（2017） 1 32 32 26 32 0 20 1 1

産総研DB（2014） 8 61 61 59 0 61 0 32
茨城県・福島県・
宮城県・青森県

公表資
料・データ

○

平川（2012） 1 1 1 1 1 0 0 0 ○
Ishimura and Miyauchi（2017） 1 12 12 12 12 0 18 0 1
宍倉ほか（2007） 28 48 48 48 0 48 27 8 5 ○ ○
宍倉ほか（2012） 41 77 77 62 0 77 0 0 14 2011
松本ほか（2013） 22 184 184 15 0 184 10 69 2
Sawai et al.（2015） 2 5 5 1 4 1 15 0 1
澤井ほか（2007） 12 38 38 38 18 38 21 8 6 （一部） ○
澤井ほか（2008） 28 191 191 191 0 191 22 55 7 ○ ○
今泉ほか（2010）（宮城沖重点） 6 21 21 20 17 4 90 0 2 福島県・岩手県 報告書 ○ ○
高井ほか（2013） 56 157 157 0 0 157 0 8 2011
澤井（2010） 1 9 9 9 0 9 3 1 1 ○
Sawai et al.（2012） 4 9 9 9 0 9 0 0 2 ○
角張ほか（2017） 1 1 1 1 0 1 7 0
岡村ほか（2010）（宮城沖重点） 16 55 55 55 0 55 0 28 9 報告書 ○ ○
山田・藤野（2013） 3 44 44 44 44 0 0 0 4 茨城県・千葉県 2011
Yanagisawa et al.（2016） 1 2 2 2 2 0 2 0
Matsumoto et al.（2016） 1 29 29 21 0 29 0 0 3 2011
藤原・鎌滝（2003） 2 3 3 3 0 3 216 0 ○
藤原ほか（1997） 5 40 40 19 19 21 0 0 2 ○
藤原ほか（1999） 2 3 3 3 3 0 31 0 ○
藤原ほか（2006） 2 2 2 2 2 0 8 0
藤原ほか（2010） 1 1 1 1 0 1 13 0

合計 496 2466 2466 1374 702 1782 1197 552 152
（全国を
対象）

（全国を
対象）

千葉県

北海道

青森県

岩手県

宮城県

福島県
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【表 2-1 の注記】 
・「産総研津波堆積物 DB」の欄では、産業技術総合研究所地質調査総合センターの津波堆積物

データベース（https://gbank.gsj.jp/tsunami_deposit_db/）における公表データ（2018 年 5 ⽉時
点）に登録されているものを「○」で⽰す。 

・「東北⼤学津波痕跡⾼ DB 津波堆積物」の欄では、東北⼤学災害科学国際研究所低頻度リスク
評価研究分野の津波痕跡データベース津波堆積物情報（柱状図があるデータのみ）
（http://tsunami-db.irides.tohoku.ac.jp/sediment/mainframe.php）と共通するデータ（2018 年 5 ⽉
時点）を含む⽂献を「○」で⽰す。 

・「中央防災会議（2006）」の欄では、前回の⽇本海溝・千島海溝の検討の際に使⽤した津波堆
積物データを「○」で⽰す。「（⼀部）」は「佐⽵ほか（2003）」に共通したデータを⽰す。 

・「出典の種類」欄で⽰す「データ提供」は個別に津波堆積物データを提供いただいたものを⽰
す。「報告書」・「公表資料」は、報告書やホームページ等で公表している資料からデータ化
した津波堆積物データを⽰す。それ以外は査読論⽂からデータ化したことを⽰す。 

「2011」は、調査対象地域で 2011 年の津波堆積物のみをターゲットにした⽂献を⽰す。 

・「データ個数」欄には、調査の結果津波堆積物が無かった地点もデータ数に含む。具体的な数
は「津波堆積物無し地点数」の欄で⽰す。 

・「平川（2019）」でご提供いただいたデータのうち、平川ほか（2000a, 2000b, 2005）や平川
（2012）に含まれるものは除いて⽰す。 

・「産総研 DB（2014）」には、公表論⽂等（宍倉ほか, 2007；澤井ほか, 2007；澤井ほか, 2008；
澤井, 2010；岡村ほか, 2010；Sawai et al., 2012；⾕川ほか, 2014；Tanigawa et al., 2014）に含
まれるものは除いて⽰す。 

・「岩⼿県（2015）」でご提供いただいたデータのうち、公表論⽂（⾼⽥ほか, 2016）に含まれる
ものは除いて⽰す。 

・出典「⾼清⽔ほか（2013）」には、「⾼清⽔ほか（2007）」のデータを含む。 

・「Satake et al.（2008）」には、「佐⽵ほか（2003）」のデータを含む。 

・「Satake et al.（2008）（佐⽵ほか, 2003）」のデータで、七⼭ほか（2001a, 2002, 2003）と共通す
るデータは、七⼭ほか（2001a, 2002, 2003）として⽰す。 

・「Ioki and Tanioka（2016）」や「北海道（2012）」で、⼀部「平川ほか（2005）」と共通するデ
ータは、「平川ほか（2005）」で⽰す。 
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図 2-4 津波堆積物データの調査地点位置図 
 
 
  

霧多布 
別当賀 

洋野町原⼦内 
野⽥村宇部川左岸 

⼗勝川河⼝ 

豊頃町⻑節湖 

東通村⼩⽥野沢 

⼭⽥町⼩⾕⿃ 

仙台平野 
亘理町 
⼭元町 

床潭沼 

⾺主来沼 

⽣花苗沼 

浪江町請⼾ 凡例 津波堆積物調査地点 

● 産総研津波堆積物 DB・文献 

◆ 平川名誉教授ご提供資料 

● その他の文献 

× not found 
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図 2-5 津波毎の津波堆積物の標⾼分布 
・収集した資料に記載もしくは図から読み取った津波堆積物基底の標⾼。ボーリングやトレンチ等におけ

る津波堆積物については、地表の標⾼から埋没深度を引いた標⾼。 
・資料に標⾼が⽰されていない場合は、当該地点の国⼟地理院ＤＥＭ標⾼とした。 
・各津波堆積物の対⽐は、上下層の C14 年代測定や⽕⼭灰層との層位関係及び古⽂書等の津波記録から、

各々の地震による津波堆積物に対⽐されたものである。 
・当該地震による津波堆積物の分布域外における同時代の津波堆積物も同時に⽰した。  
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図 2-6 ⽇本海溝・千島海溝沿岸における津波堆積物の汀線距離 
・津波堆積物が確認された地点の現在の海岸線からの最短距離とした。 
・調査範囲の関係から、すべてのデータが最奥到達点を⽰すものではない。 
・当該地震による津波堆積物の分布域外における同時代の津波堆積物も同時に⽰した。 
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図 2-7 仙台湾沿岸の平野部での各測線における 2011 年の津波堆積物最奥位置と、計算し

た浸⽔深の⽐較（澤井（2015）より引⽤） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2-8 仙台湾沿岸の平野部での 2011 年の津波堆積物最奥位置と計算した浸⽔深の⽐較 
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図 2-9 内閣府（2015）モデル（堤防あり）の計算に基づく浸⽔⾼さ（計算値）との⽐較 

 
 

 
表 2-2 仁科ほか（2013）の津波堆積物データの浸⽔深（計算⾼さ−堆積物標⾼）の 

平均及び 1σ 

礫サ

イズ 

デー

タ数 

仁科ほか 2013 
 内閣府 2015 

堤防あり 

平均

（ｍ） 

1σ

（ｍ） 

 平均

（ｍ） 

1σ

（ｍ） 

細礫 3 5.53 4.83  2.79 1.08 

中礫 17 8.28 2.66  7.06 2.65 

⼤礫 5 11.02 3.15  7.26 1.17 

巨礫 1 7.30 −  7.86 − 
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図 2-10 津波痕跡データベースの痕跡⾼登録地点 
左図：2011 年東北地⽅太平洋沖地震 

右図：2011 年東北地⽅太平洋沖地震以外の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-11 津波痕跡データベースの痕跡⾼分布（信頼度 ABCD のデータのみ） 
左図：2011 年東北地⽅太平洋沖地震 

右図：2011 年東北地⽅太平洋沖地震以外の地震 
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３．津波痕跡高の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12(1) ⽇本海溝・千島海溝沿岸における津波痕跡⾼の分布 
・津波痕跡データベースによる津波の痕跡⾼に基づく。 
・上部の位置図は、津波痕跡データベースに登録された痕跡⾼データの位置を⽰す。 

（http://tsunami-db.irides.tohoku.ac.jp/tsunami/mainframe.php）  
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図 2-12(2) ⽇本海溝・千島海溝沿岸における津波痕跡⾼の分布 
（※1454 年享徳地震はデータベースに未登録） 
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【図 2-12 の注記】 
・津波堆積物の調査のうち、津波堆積物の年代に関するデータが⽰されたものを⽰す。 

（図⽰した地点以外にも津波堆積物の年代データがない調査結果が存在することに留
意。） 

（1611 慶⻑三陸地震は、福島県相⾺市まで津波堆積物が確認されている。） 
・津波堆積物の年代測定値としては、津波堆積物中や上下の地層中の有機物の放射性炭素

年代測定によるほか、降下年代が既知の⽕⼭灰層の年代も津波堆積物の年代推定に利⽤
した。 

・津波堆積物の上下層から得られた放射性炭素年代測定値や⽕⼭灰層の降下年代は、津波
堆積物の年代の上限もしくは下限を⽰す。 

・  ：年代測定値や⽕⼭灰層が、津波堆積物の上下にあり、津波堆積物の年代がある範
囲に絞られる場合を⽰す。 

・  ：年代測定値や⽕⼭灰層が、津波堆積物の上下の⼀⽅にしかなく、年代の上限もし
くは下限しかわからない場合を⽰す。 

・ 各地震による津波堆積物の分布範囲を灰⾊帯で⽰した。基本として津波堆積物が確認
された地点の⻄端と東端を結んだ。 

・ 1611 慶⻑三陸地震と 17 世紀の津波については、17 世紀に 2 枚の津波堆積物が確認さ
れていないことから、同⼀のイベントとして扱う。 

・ 869 貞観の津波については、北海道における同時代の津波堆積物についても、同⼀の
イベントとして扱う。 

・ 地震調査委員会が⽇本海溝における⻑期評価の対象とした 4〜5 世紀の津波について
は、北海道における 3〜4 世紀の津波堆積物も併せて⽰した。 

・ 地震調査委員会が⽇本海溝における⻑期評価の対象とした紀元前 3〜4 世紀の津波につ
いては、北海道も含めて同時代と推定される津波堆積物を⽰した。 
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図 3-1 Murotani et al. (2013)による巨⼤地震および超巨⼤地震のスケーリング式 
(a)地震モーメントと断層⾯積の関係 

(b)地震モーメントと断層すべり量の関係 
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図 3-2 スーパーサイクルモデルの説明（Satake, 2015） 
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図 3-3 南海トラフの最⼤クラスの地震・津波断層の領域 
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図 3-4 南海トラフの地震モデル検討会における津波断層モデルの設定⽅法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5 南海トラフの地震モデル検討会における津波断層モデル（基本ケース） 

ケース① ケース② 

ケース③ ケース④ 

ケース⑤ 
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検討対象領域 考え方 

①日本海溝（東北地方

太平洋沖） 

2011 年の東北地方太平洋沖地震（M9.0）において大きな断層

すべりが生じた岩手県南部から宮城県北部の海域では最大

クラスの地震の発生は当面考えられないことから、別途、最

大クラスの地震・津波を検討せず。 

②日本海溝の北部から

千島海溝にかけての

領域 

①の北側に隣接する岩手県北部付近から北側の日本海溝と

千島海溝について検討する。 ⇒今回、検討する 

 

③日本海溝の南部から

伊豆・小笠原海溝に

かけての領域 

①の南側に隣接する福島県以南については、津波堆積物の資

料が十分でないため、今後の課題とする。 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-6 本検討における最⼤クラスの地震・津波の検討対象領域  

①日本海溝(東北地方太平洋沖） 

③日本海溝の南部から伊豆・小笠原
にかけての領域 

→資料が十分でないため、今後の課
題とする 

②日本海溝の北部から千島海

溝にかけての領域 

※ 

※東北地方太平洋沖地震におけるすべり量 
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図 3-8 本検討会における最⼤クラスの地震・津波の検討対象領域 
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図 3-9 波向線（ピンク⾊線）による津波伝播⽅向の確認  

⼗勝・根室沖 

三陸・⽇⾼沖 三陸・⽇⾼沖(陸寄り) 

岩⼿県沖 
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図 3-10 最⼤クラスの津波断層モデル［千島海溝（⼗勝・根室沖）モデル] 
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図 3-11 最⼤クラスの津波断層モデル［⽇本海溝（三陸・⽇⾼沖）モデル］ 
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図 3-12 千島海溝（⼗勝・根室沖）モデル、⽇本海溝（三陸・⽇⾼沖）モデルおよび 
両モデルが同時発⽣したモデルの沿岸津波⾼の⽐較  

千島海溝（十勝・根室沖）モデル 

日本海溝（三陸・日高沖）モデル 
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図 3-13 左図：過去の地震のアスペリティ分布、右図：過去の地震のアスペリティ 

分布と東北地⽅太平洋沖地震の強震動⽣成域（⿊枠線）の重ね書き 
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図 3-14 本検討で設定した強震動⽣成域の分布 
  

過去地震の強震動生成域の
間の領域に小さめの強震動
生成域を設定 

1963 年択捉島沖地震 
の震源域の深い方に設
定 

1969 年色丹島沖地震の
強震動生成域に設定 

強震動生成域 
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図 3-15 ⽇本海溝沿いの最⼤クラスの地震の震度分布（震度増分：−σ式） 
（1km メッシュで表⽰） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3-16 千島海溝沿いの最⼤クラスの地震の震度分布（震度増分：−σ式） 

（1km メッシュで表⽰） 
  

 ：強震動生成域 

：強震動生成域 
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